
「一人ひとりの個性を大切に」

佐 賀 市



　回答者の性別をみると、女性がやや多くなっています。年齢構成は 50 歳代以上が半数近くを

占めているほか、10 歳代（16 歳～ 19 歳）からも回答を得ています。また、回答者の 65.9％

が既婚となっています。

　いわゆる「男は仕事・女は家庭」という考えについて、反対層は 54.1％で、賛成層の 32.6％を上回っ

ています（20 歳以上）。

　性別にみると、女性は反対層（56.9％）が賛成層（29.5％）を大きく上回り、男性も反対層（50.0％）

が賛成層（37.0％）を上回っています。前回調査をみると、女性は反対層が賛成層を上回っていましたが、

男性では逆に賛成層（49.8％）が反対層（36.8％）を上回っていました。今回の調査では男性でも反対層

が半数を占める結果になっています。

̶ 夫は外で働き、妻は家庭を

　　守るべきについての意識 ̶

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について男性の反対層が半数に

なっている

度数 ％

女性 495 57.6

男性 356 41.4

無回答 9 1.0

合計 860 100.0

●回答者の性別● ●回答者の年代●

度数 ％

１０歳代 62 7.2

２０歳代 94 10.9

３０歳代 126 14.7

４０歳代 143 16.6

５０歳代 196 22.8

６０歳以上 232 26.9

無回答 7 0.8

合計 860 100.0

度数 ％

結婚している
（事実婚を含む） 

567 65.9

結婚したが
離別・死別

61 7.1

結婚していない 213 24.8

無回答 19 2.2

合計 860 100.0

●回答者の未婚・既婚の別●
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ワーク・ライフ・バランスをみると

希望では家庭優先だが現実は仕事優先が少なくない

● B 炊事、掃除、洗濯などの家事●

● C 子育てや介護など家族の世話●

　「家庭生活での役割を誰が行うべきか」では、

「家計を支える」は「主に夫（父）」と約６割が回

答、「炊事・掃除・洗濯などの家事」は「主に妻

（母）」とした人が約４割を占めています。「炊事・

掃除・洗濯などの家事については「主に妻（母）」

の 43.6％が最も高く、続いて、「妻と夫（母と父）

が同じ程度に分担」が 21.5％、「家族全員」が

29.0％となっています。

　一方、「実際にその役割を行っている人」をみる

と、「炊事・掃除・洗濯などの家事」では「主に妻

（母）」が約 7 割となっており、実際の行動レベル

では男性や家族の参画があまり進んでいないこと

がうかがえます。

＊ワーク・ライフ・バランスとは…老若男女誰もが、仕事、家庭生活、地域生活などにおいて、自らが希望するバランスのとれた

　　　　　　　　　　　　　　　　生活を送ることです。

炊事・掃除・洗濯など家事については男性や家族の参画があまり進んでいない

● A 家計を支える（生活費を稼ぐ）●

̶ 意識と実際の行動 ̶

　現実と希望の割合を比較すると、「仕事」につい

ては現実が 14.8 ポイント高く、「家庭生活」では

現実が 8.9 ポイント低くなっています。希望では

「家庭生活」を優先したいと思っているが、現実は

「仕事」優先となっている人が

少なくないことがうかがえます。

̶ 仕事と家庭の優先度について ̶

●全体●

●女性●●男性●
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育児・介護休業は男女ともに「職場環境を考えるととりにくい」が１位

　「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てた方がよい」の賛成層は 65.6％ですが、前回の調査結

果と比較（20 歳以上）すると、男女ともに賛成層は減少しており、特に男性での減少幅が大きくなっています。

　「男性の育児休業」取得や「男性の介護休業」取得について、１位は「職場環境を考えるととりにくい」

の 60.8％、次いで「収入が減ったり、無くなると困るのでとれない」（42.6％）、「家族として当然である」

（41.0％）となっています。

　「職場環境を考えるととりにくい」は男女とも「30 歳代」で 7 割を超えています。また、「収入が減った

り無くなると困るのでとれない」は「女性 30 歳代」と「男性 50 歳代」で 5 割を超えています。

― 識意のていつに」いよが方たて育くしら子の男は子の男、くしら子の女は子の女「 ―

子どもの育て方については

６割以上が「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく」に賛成

「女性が職業に就くこと」に対する考えは、男女とも

4 割超が「出産・育児期間は一時退職し、再び就職（再就職型）」と回答

　女性が職業に就くことについて、１位は

「再就職型」で 44.1％、２位は「職業継続

型」で 25.2％、３位は「結婚・出産退職型」

の 13.1％となっています。男女で割合は

異なりますが３位までの順位は変わりませ

ん。10 歳代では「再就職型」はさらに多く

54.8% を占めています。
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近年は女性の就業率が上昇

　前回の調査結果と比較（20 歳以上）すると、

就業率は女性が 56.2％から 9.9 ポイント、男性

が 69.8％から 7.3 ポイント上昇しています。

　女性の就業率を平成 16 年度・平成 21 年度

と比較すると、今年度は「60 歳代」を除くすべ

ての年代でもっとも高くなっており、女性の就

業率が上昇しています。

正規社員の割合は男性 57.9％に対し女性は 35.1％

　20 歳以上の回答者をみると、「女性」では、「非正規社員」の回答割合が『40 歳代～ 60 歳代』で過半

数を占めています。「正規社員」は「20 歳代」（48.8％）が最も高く、年代が上がるにつれ回答割合が低くなっ

っなく高で層年高の』上以歳06『と）％7.22（」代歳02「は」員社規正非「、はで」性男「、たま。すまいて

ています。

　就業率、就労日数、就労時間等についての男女差は、以前と比べ相当縮小していますが、正規社員の割合

での男女差はかなり開いており、女性で非正規の雇用者の多さが目立っています。

介護者として女性は「ヘルパーなどの介護専門職」、男性は「配偶者」を希望

　希望する介護者は「ヘルパーなどの介護専門職」または「配偶者」に二分されていますが、性別にみる

と違いがみられます。女性の回答割合（20 歳以上）の第１位は「ヘルパーなどの介護専門職」で 50.1％、

第２位「配偶者」26.4％となっています。一方、男性（20 歳以上）の第１位は「配偶者」で 55.4％、第

２位「ヘルパーなど介護専門職」28.6％となっています。
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地域活動をする場合の障害は男性「仕事が「忙しすぎる」、女性「家事でていっぱい」

　地域活動をする場合の障害を性別にみると、「仕事が忙しすぎる」と回答

した割合は「男性」が 49.7％で、「女性」（30.1％）より 19.6 ポイント

高くなっています。「家事がていっぱいで自由時間がない」と回答した割合

は、「男性」の 4.2％に対し、「女性」は 15.8％と高くなっています。

　ドメスティック・バイオレンス（DV）を「されたこと

がある」または「したことがある」または「どちらもある」

と回答した割合は「怒鳴る、無視する、脅す」が 21.8％

でもっとも多く、次いで「殴る、蹴る、物を投げる、物を

壊す」（10.8％）、「生活費を渡さない、高価な買い物を勝

手にする、ギャンブルに入れ込む」（6.5％）、「メール・携

帯をチェックする」（6.4％）となっています。

DV を「されたことがある」「したことがある」のいずれも「怒鳴る、無視する、脅す」

が最も多い

ＤＶを受けた時は「我慢した」が６割

　男女ともに「我慢した」の割合が圧倒的に高く、回答者全体の 62.8％を占めています。

　性別にみると、「我慢した」「謝ったり、なだめたりした」の割合は男性が高く、「友人に相談した」「家族・

親族に相談した」は女性が高くなっています。

　前回の調査結果と比べ、「我慢した」が減少していますが、回答割合そのものは高い一方で、「相談しよう

と思わなかった」は増加しています。



6

　「内容まで知っている」のは「ジェンダー」

の 16.0％が最も多く、次いで「ワーク・ラ

」ーデーナトーパ「、）％4.31（」スンラバ・フイ

（9.3％）が続く結果となっています。

　「4月 14 日パートナーデー」については、

『知っている』（「内容まで知っている」+「聞い

たことがある」）が前回調査（22.4％）より

13.1 ポイント増加しています。

　「学校教育の場」では全体の約 4 割、10 歳代では 5 割以上が「男女平等になっている」

と回答。それ以外の分野では、「男性が優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇

されている」と回答した割合が「男女平等になっている」を上回っています。

　「男性優遇」と感じる割合を性別にみると、全ての分野で女性の割合が男性を上回っ

ており、男性よりも女性が「男性優遇」と感じている人が多いことがうかがえます。

男女共同参画に関する用語を「全く知らないし、聞いたことがない」が過半数

「家庭」「職場」「地域や社会活動」「就職」では約５割が「男性優遇」と回答

　セクシュアル・ハラスメントを「されたことがある」または「したことがある」

結「、％1.21が」う言を葉言のしかやひ、問質や談冗な的性「、は合割たし答回と

婚はまだ？」「子どもはまだ？」としつこく言う」が 10.0％となっています。

　「されたことがある」と「したことがある」の差がもっとも大きいのは、「結

婚はまだ？」「子どもはまだ？」としつこく言う」（「されたことがある」8.7％、

「したことがある」1.3％）となっており、加害意識が低いことが分かります。

セクハラ「されたことがある」の最多は「結婚はまだ？子どもはまだ？」、

「したことがある」の最多は「性的な冗談や質問、ひやかしの言葉を言う」

調 査 地 域 佐賀市全域 調 査 方 法 郵送法

調査対象者 佐賀市内に居住する 16 歳以上の男女 調 査 期 間 平成 26 年 7 月 7 日（月）～ 7 月 18 日（金）

標　本　数 2,300 人 有効回収数 860 票

抽 出 方 法 住民基本台帳による等間隔無作為抽出法 有効回収率 37.4％

＊回答は、回答者数を基数とした百分率（％）で表し、小数点第二位以下を四捨五入しています。このため、百分率の

　合計が 100％にならないことがあります。

＊複数回答ができる設問では、回答率が 100％を超えることがあります。
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　固定観念については女性よりも男性で保持している者の割合が高い傾向にあるものの、男女とも概ね年代が下がるにつれ

固定観念が薄れてきている傾向が認められました。特に、今回の調査では「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という固定

的性別役割分担意識について、男性でも反対層が半数を占めています。

　また、男性の家事・育児への参画についてみると、希望では「妻と夫（母と父）が同じ程度に分担」という項目が前回と

比較してすべての項目で増加傾向となっています。しかし現実をみると、家庭内の日常的な家事を女性が担う場面も多いこ

とがうかがえる結果となっています。

　「女の子も男の子も、個性・才能を活かした育て方を」との考え方が一般化してきている反面、約 6 割の人が「男の子は

男の子らしく」、「女の子は女の子らしく」と考えています。この「らしさ」に賛成する割合は女性よりも男性、若年層より

も中高年層で高くなっていますが、前回調査と比較すると、男女ともに賛成層は減少しており、特に男性での減少幅が大き

くなっています。

　育児・介護休業を取得することに対しては、男性の６割が「職場環境を考えるととりにくい」と回答しているとともに、女性

が男性の置かれている職場環境の悪化や休業をとりづらい雰囲気等を認識していることがうかがえる結果となっています。

　妊娠や出産、性感染症など女性の健康と権利については、約９割が『配慮する必要がある』と賛成しています。

　また、ヘルパーなど専門職による介護の仕組みができたことから、家族介護より介護サービスによる介護を希望する人が

増えてきていることがうかがえる結果となっています。特に、女性で介護サービスに期待する人が多くなっていますが、男

性では半数以上が配偶者による介護を希望している点が特徴です。

　社会活動をする上での障壁として、「仕事が忙しすぎる」、「家事で手いっぱい」など「精神的・時間的にゆとりがない」こと

が多く挙げられています。ワーク・ライフ・バランスの改善や男性の家事参画などの行動が地域活動に参加しやすい環境や条

件をつくるきっかけになる可能性があることが示唆されています。

　メディアにおける性や暴力の表現については「子どもの目に触れない配慮が足りない」や「女性や子どもに対する犯罪を

助長する」は前回調査より減少傾向となっています。

　DV については、前回の調査結果と比べ、「我慢した」が減少していますが、回答割合そのものは高い一方で、「相談しよ

うと思わなかった」は増加しています。つまり、DV 被害者には「我慢した」と回答した割合が高く、表面化していないケー

スが数多く存在することがうかがえる結果となっています。

　セクハラは、被害意識に対して加害意識が低いケースが少なくないことがうかがえる結果となっています。また、「誰（どこ）に

も相談しなかった」が 4 割台となっており、男女ともに安心して相談できる窓口の設置などの環境づくりが求められています。

　男女共同参画についての知識や情報を持っている人は、依然として一部の市民に留まっていることが分かる結果となっています。

　「家庭」や「職場」においては「男性優遇」と感じる人の割合が減少傾向を示しており、広報・啓発・学習の効果が徐々に

浸透しつつあることがうかがえますが、「地域や社会活動の場」などでは悪化傾向を示しています。全ての分野で「男性優遇」

と感じる人、特に女性で「男性優遇」と感じている人が多いことから、さらなる広報・啓発が求められています。

　社会的・経済的状況の変化により女性の就業率、就労日数、就労時間等が上昇し、以前と比べ男女差は相当程度縮小してい

ますが、女性で非正規雇用者の割合の高さがうかがえる結果となっています。その背景には、女性が就労する条件として「家

庭と両立できる」ことを重要視していること、子育てのためにいったん退職し再就職する例が多いこと等があると考えられます。

結婚や家庭生活について

教育・子育て・介護について

職業生活について

健康・福祉について

地域活動について

人権について

男女平等・男女共同参画社会について

平成 27 年 3 月発行

佐賀市 企画調整部 男女共同参画課
〒 840-8501　佐賀市栄町 1 番 1 号

TEL 0952-40-7014 / FAX 0952-29-2095


